
シ ャル ル ・ボー ドレール 著

『悪の華』初 版本 につ いて

教養部助教授 沼 田 ・五十 六

ボー ドレールの略歴について

ボー ドレール(本 名 シャルル含 ピエール ・

ボー ドレール)は 、1821年 にパ リで生 まれた。

一部の批評家が言 うように、父親62才 、母親

28才 、34と いう年齢差 の両親 から生 まれたボ

ー ドレールに憂慮すべ き劣性遺伝があったか

どうか定かではないが、彼自身、自己の性格

的欠陥はこの年齢差 に由来すると思っていだ

節がある。1827年 、ボー ドレール6才 の時、

父フランソワが他界 し、翌28年 、母カロリー

ヌは、後に将軍の地位 にまで昇りつめる軍人

オービックと再婚する。7才 の少年にとって

この結婚は一種の母性の消失 と映ったに違 い

ない。官職 に就 くことを希望する両親の意 に

反 し、彼は1840年 頃 より文学者たちと交わる

よ うになり、文学の世界で身 を立てる決心 を

する。1842年 、丁年に達 した彼は、実父の遺

産7万5千 フラン(現 在の邦貨に して優に4

千万円を越すとみ られる)を 相続するが、 ダ

ンディな放蕩生活が災い して、2年 後には準

禁治産者となり法定後見人を付けられてしま

う。1845年 に最初の美術評論集 『1845年の官

展』 を刊行 し、翌年刊行 した 『1846年の官展』

の裏表紙に詩集 『レスボスの女たち(LesL6s-

biennes)』 の近刊予告が掲載 されるが、この

表題は、いま一度 『冥府(LesLimbes)』 と変

更 された後、漸 く1857年 になって『悪の華(Les

FleursduMal)』 の表題に結実 して刊行 され

るのである。最初の近刊予告から10年以上 も

経って公表 された経緯については、後でまた

少 し触れるとして、『悪の華』初版 を刊行す る

までのボー ドレールは、雑誌や新聞に美術評

論や文芸時評 を発表す る傍 ら、エ ドガー ・ア

ラン ・ボーの翻訳 に打 ち込んでいた。その成

果として1852年 に 『エ ドガー6ア ラン ボ゚ー、

その生涯 と著作』 を雑誌に公表 し、1856年 に

はボーの翻訳集 『異常な物語集』 を、翌57年

には 『続異常な物語集』 を刊行す ることにな

る。 『悪の華』の詩人はアラン・ボーの良 き

理解者でもあったわけだが、同年6月25日 に

件の詩集の発売 が開始 される。翌7月7日 、

内務省は 『悪の華』の著者 に宗教道徳 および

公共道徳 に対す る素乱の嫌疑 ありとして検察

庁に捜査 を促 し、10日 後には検察庁によって

著者および出版者の尋問と出版物の押収 が開

始される。同年8月20日 、パリの軽罪裁判所

で公判が行われ、即 日、公共道徳茶乱の廉 で、

著者に300フ ラン、出版人プー レ ・マラシとド
・プロワーズの両名 にそれぞれ100フ ランの罰

金刑と詩6篇 の削除(こ れらの詩篇は 「禁断

詩篇」 と呼ばれている)の 判決が下 された。

1858年 頃よ り財政的窮乏に加 えて、歩行困難

や胃腸障害 に悩まされるようになるが、1861

年には初版と同 じプーレ ・マラシ ・エ ・ド・

プロワーズ書店より 『悪の華』第二版 を刊行

する。これには勿論 「禁断詩篇」は含 まれな

い。1864年 、前年ベルギーに亡命 していたプ

ーレ ・マラシの後 を追 うかのよ うに、ボー ド

レールはベルギーのブリュッセルに赴 き、当

地で講演などをして過 ごす。同年12月 にプー

レ ・マラシは、性懲 りもなく 「禁断詩篇」6

篇を含む 『19世紀パルナス ・サチリック詩集』

をボー ドレールに無断で秘密出版する。翌65

年2月 、プーレ ・マ ラシは6篇 の 「禁断詩篇」

を含むボー ドレールの拾遺詩集 『漂着物(Les

Epaves)』 をブリュッセルにおいて刊行する。

翌66年3月 、ボー ドレールはベルギーのナ ミ

ュール市の教会前の石畳の上で倒れ、青年時

代に罹 った梅毒が原因 とみられる脳軟化症の

兆 しが現れ、まもなく言語障害 と半身不髄に

陥 り、翌66年 、症状になんら変化のみ られぬ

ままパリに移送 され、同年8月31日 、カ トリ
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ック教徒 として最後の秘蹟 を受 けた直後、母

の手に抱かれて永眠 した。享年46才 。遺体は

パリのモンパルナス墓地 に葬 られた。

『悪の華』初版をめぐって

上の略歴にも少 し触れたように、ボー ドレ
ールは最初 『レスボスの女たち』 という表題

の詩集を発表するっ もりだったが、いくつか

の事情が重なってこの企画は棚上げとなり、

1848年11月 になると、ある雑誌 に 『冥府』 と

い う題の詩集の予告が出る。 しかし、もはや

詩の時代ではなく散文の時代だとい う風潮 も

手伝 ってか、これも結局実現 されずに終 わり、
『悪の華』 とい う表題が日の目を見るのは、

1855年6月1日 号の 「両世界評論」誌上が最

初であった。 これには 「禁断詩篇」は含まれ

ていなかったが、「旅への誘い」や 「シテール

への旅」などの重要な詩篇を含む18篇 の詩か

ら成るものであり、また 「両世界評論」とい

う雑誌は、スタンダール、バルザ ック、デュ

マのような有名 な文学者が寄稿 していたのみ

ならず、人文、社会、自然科学の優れた論文

を掲載 していた当時の フランス随一の総合雑

誌であってみれば、ボー ドレールのこの雑誌

への登場は、良きにつけ悪 しきにつけ様々な

波紋 を引 き起 こしてもなん ら不思議 なことで

はなかった。早速、ある批評家が、詩人とし

てのボー ドレールに讃辞 を呈 しつつ 「ボー ド

レール氏がその書物を刊行するであろう時、

讃辞 よりも多くの批判が彼 に向けられるだろ

うと、私は確信 している」と予言 した通 り、

57年 の詩集刊行 を待つ までもなく、早 くもそ

の年の11月 には、政府寄 りの新聞 「フィガロ」

紙上 に 「シャルル ・ボー ドレール氏 による 『

悪の華』」と題する徹底 した酷評記事 が現れる。

この記事の結論 を要約すれば、ボー ドレール

が10年 来パ リの詩壇で天才詩人 として通って

きたのは皆が騙 されていただけの ことで、18

篇の詩の発表によって彼の正体が暴 かれたと

いうものであり、屍だの怪物だの墓場の蛆虫

だのといったおどろおどうしいイメージをあ

ちこちちりばめて人を隔着するの も、自在 な
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詩的能力の欠如 を隠すためだとい うわけであ

る。この記事に象徴 される悪意 と椰楡に満 ち

た批評が、57年 の 『悪の華』初版発行直後 に

一層エスカレー トした形で 「フィガロ」紙 に

掲載 されるのは火 を見るより明らかだろう。

それでは、なぜ斯 くも執拗に 「フィガロ」は

ボー ドレールを標的にしたのだろ うか。 この

理由を詮索する前に、ここで当時の時代背景

を簡単に振 り返っておこう。

1848年 の2月 革命は、30年 の7月 革命の挫

折の後、 ブルボ ン王家の血筋 たるルイ ・フ

ィリップによる緩慢 な絶対王政 とで もい う

べ き体制の もとで逼塞 させ られていた言論

に束の間、息 を吹 きか えさせ、様 々な政府

的立場 をとる影 しい数の新聞が創刊 される。

しか し同年6月 のパ リ民衆の蜂起 の失敗 、

同12月 のルイ ・ナポレオ ンの大統領選出、

51年12月 のナポレオンによるクーデター、翌年

12月 の第二帝政の宣布 というよ うに、事態の

めまぐるしい推移 にともなって、またそろ言

論統制が頭をもたげてくるのである。わけても

「1852年2月17日 の勅令」は、第二帝政時代の言論

活動 を徹底的に抑圧 しようとするもので、これ

によって事前検閲制度 が確立 され、あらゆる

出版物に政府の許可が必要 となったばかりか、

皇帝 および政府 にたいする批判はもちろん、

裁判 に関す るあらゆる意見表明 さえ禁 じられ

たのであった。 しかも政府の一方的決定で新

聞や雑誌の発刊停止が命じられ、当局から二

度警告を受けた新聞雑誌 にも同様な処分が適

用 されたのである。この結果、帝政宣布後わ

ずか数ケ月でパリでは十余りの 日刊紙を数 え

るにす ぎない状態となっていたのである。こ

のような時代背景を踏 まえれば、「フィガロ」

紙が執拗にボー ドレールを血祭 りにあげよう

とした理由 もおのずから明らかとなるだろ う。

『悪の華』初版が出る前年の3月 に、詩人の

死後初 めて 『全集』 を出すことになるミシェ

ル ・レヴィ書店よりボーの翻訳集 『異常な物

語集』 を刊行 していたボー ドレールが、その

序文の中で、ボーのアルコール中毒による死

を 「この死はほとんど自殺、久 しい以前から



準備 された自殺である」 と断言し、ネルヴァ

ルの名こそ挙げていないが、彼の自殺を弁護

し、「19世紀の叡知が、かくもしば しば、か く

も悦に入って繰 り返す、人権の数多い列挙の

なかで、二つのかなり重要なものが忘れられ

てきたが、 それは自己矛盾す る権利と、おさ

らばする権利 とである」と書いた時、既 に『悪

の華』裁判の有罪は決 まっていたのかも知れ

ない。自殺に関する論議は タブーであるの に、

それを賞揚するかのごときボー ドレールは、

時の権力にとってみれば、1830年 代前半の過

激で反逆的なロマ ン主義の亡霊の復活と映っ

たに違 いなく、かかる不穏分子 を野放 しにし

ては体制が危 うくなりかねないとい う第二帝

政当局 にとって、体制内で延命を計ろ うとい

う打算からボー ドレールを申傷す る 「フィガ

ロ」紙の記事は渡 りに船 とい うわけであった。

『悪の華』が告発 される直接の きっかけと

なったのは、初版本の発売が始まった直後 の

7月5日 に 「フィガロ」紙に掲載 された 『悪

の華』の背徳性 をあげつ らう記事だったとさ

れている。この記事 には次のような一筋が含

まれていた。 「これほど僅かなページの中で

これほど乳房が噛 まれたり、噛み ちぎられさ

えもす る例 をわれわれは見たことがなU㌔ デ

モンや胎児や悪魔や貧血症や猫や寄生虫のこ

のようなレヴューに立ち会ったこともかつて

ない。この書物は、 あらゆる精神錯乱、あら

ゆる心の腐敗 に開かれた病院である。Jこの後、

先にも少 し触れておいたような仕儀 とあい成

るわけだが、ここで同 じ年に行 われたもうひ

とつの文学裁判を思い起こしてお くことに し

よう。それは、ギュスターブ ・フローベール

の 『ボウァリー夫人』 が告発 された事件であ

る。これは、前年の10月 から12月 にかけて都

合6回 、ある雑誌に連載されたのだったが、

その内容が狼褻的で冒漬的であるとの理由で

告発 され、翌年1月29日 にパ リの軽罪裁判所

第六法延 で公判が開かれた。そして、2月7

日の公判で下 された判決は、嫌疑は残るもの

の証拠不十分により無罪 というものだった。

この無罪判決には、ルーアン市の市立病院長

の要職にあった父親の存在 と皇后を味方 に持

っていたことが幸い したと言 われているが、

いずれにせよ、同年4月 、 ミシェル ・レヴィ

書店から単行本として発売された 『ボヴァリ
ー夫人』は、裁判のお蔭で爆発的に売れたと

言われて,いる。それに引 き換 え、『ボヴァリー

夫人』裁判 と奇 しくも同 じ法廷で行 われた 『

悪の華』裁判の方は、ボー ドレールの微かな

期待 に反 して、「レスボス」、「地獄墜ちの女た

ち」、「忘却の河」、「あまりにも快活な女 に」、

「宝石」、「吸血鬼の変身」と題 された6篇 の詩

篇の削除 と罰金300フ ランとい う有罪判決 が

下 されたのであった。以後、この 「禁断詩篇」

は詩人存命中にフランス本国で発表 されるこ

とはあ り得ない。もし、元老院議員でもあり

将軍でもあった義父オービックが生 きていれ

ば(彼 は『悪の華』裁判の4ケ 月前に死亡)事

情は変わっていただろうか。暫 く以前から断

絶状態にあった二人の関係 を考えれば、この

可能性は薄いと言わざるを得ない。 また 「禁

断詩篇」の一篇 「あまりにも快活な女に」を

含む 『悪の華』の幾篇かを捧げ られたサロン

の女主人サバチエ夫人に裏工作を依頼 したに

しても、彼女の政治力など、皇后のそれに比

ぶべ きもなかった筈である。 ともかく、青年

時代から長年にわたって彫琢 して きた詩篇を、

自己の確固たる美学的構想に基づいて配列 し

て世に問 うたボー ドレールの、この有罪判決

によって受けた心情は容易に察 しがつ こうと

いうものである。 しかし、彼の反骨精神が恣

意的な権力の犠牲者 となることを妨げたので

あった。 というのも、4年 後の61年2月 に、

彼は初版の 「禁断詩篇」に代 えて、30篇 余 り

の詩を新たに付け加 えて 『悪の華』第二版 を

刊行 したからである。現在では、『悪の華』の

テキス トはこの第二版の配列によって、 これ

に 『漂着物』等のヴァリアントを追加す るの

が常識 となっている。 もう一つ彼の反骨精神

を如実に示す実例 を挙げておこ う。 「断罪 さ

れた書物のための題辞」 と題 された詩がそれ

なのだが、これは当初第二版のために書かれ

たものと見倣 されているものである。 しかし、
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その内容からして第二版に挿入するのは、再

び権力の介入に口実 を与え兼ねないと判断 し

たのだろう、結局、 これは第二版とは切 り離

されて二、三の雑誌に発表するだけに終 わっ

て しまう。少し長 くなるが、以下 にその全文

を引いておこう。 「穏やかにして牧歌的なる

読者よ、/節 制家にして素朴なるまじめ人間

よ、/投 げ捨てよ、陰響の星の下 に生まれた

/乱 痴気めいてメランコリックなこの書を。

/狡 猜な学長先生〈魔王〉のもとで/き みが修

辞学 を修めたのでなければ、/投 げ捨てよ!

きみには何も分かるまい/私 をヒステリー扱

いするかも知れない。/だ がもし、魅入 られ

るがままにならず、/き みの眼が能 く深淵に

潜 ることを得るなら、/私 を読め、私 を愛す

るすべ を学ばんがため。/苦 しみながらもき

みの楽園を/探 し求めゆく、好奇心の強い魂

よ、/私 を憐 れめ!… さもなくば、私はきみ

を呪 う!」 読みかたによっては、初版に対す

る政府の仕打ちに敢然と挑戦 していると取 れ

なくもないこの詩 を第二版に収めなかったの

は、蓋 し賢明な処置だったとい うべ きであろ

うか。

の一冊 には違 いないが、上に触れたような事

情 から、「禁断詩篇」 を完全に含む初版本はそ

れほ ど多く残 っていない らしく、その意味 で

真の稀観書の名に値するものの一つだと言え

るだろう。因みにオリジナル本は、表紙にも

扉頁と同 じ内容(左 の写真参照)が 印刷 され

ていたが、中央図書館蔵の本にはオリジナル

本にあった筈の表紙がなく、代わりに美装丁

の表紙 が施 されており、恐 らく無傷の初版本

を手に入れたどこかの愛書家が、秘蔵本とす

るべ く美装丁本 に作 り変 えたもの と思 われる。

それに しても、 この本がどのような経路を辿

ってはるばる本学中央図書館 にまでやって来

たかに思いを馳せ る時、詩入ボー ドレールの

曲折に満 ちた実人生が妙に生々 しく眼前 に浮

かび上がって くるのは何故であろうか。 それ

というのも、彼の 『悪の華』がなかったなら

ば、マラルメや ランボーやヴェルレーヌの詩

集 も生 まれなかっただろうと言われる象徴主

義の先駆者としての彼の威光のなせ る業なの

かも知れない。

(注)上記の引用および作品名の訳はすべて、阿部良雄個
人訳 『ボードレール全集』(筑摩書房刊)に拠った。
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初版本の見返しと中表紙

ところで、本学中央図書館蔵 となった 『悪

の華』初版本は、全部で1300部 刷 られた うち
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